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現代社会を支える石油から作られるもの

石油は、太古の昔に生息していた海洋生物の遺骸が、長い年月をかけて地
中深くで変質し、生成されたものだと考えられています。地下から採掘さ
れたばかりの石油は「原油」と呼ばれ、様々な炭化水素が混ざり合った黒
褐色の液体です。この原油こそが、現代社会を支える多種多様な製品の源
となっているのです。原油は、そのままでは利用価値が低いため、精製と
いう工程を経て、用途に応じた製品へと分離されます。この精製の中心と
なるのが「蒸留」という技術です。原油を加熱すると、含まれる成分ごと
に沸点が異なるため、それぞれ気化する温度が違います。この性質を利用
し、蒸留塔と呼ばれる巨大な装置内で温度差を設けることで、軽い成分か
ら重い成分までを段階的に分離していくのです。こうして得られる代表的
な石油製品には、ナフサやガソリン、灯油、軽油、重油などがあります。
比較的軽い成分であるガソリンは自動車の燃料として、灯油は暖房器具
に、軽油はトラックなどの大型車両の燃料として、それぞれ広く利用され
ています。さらに注目すべきは、これらの石油製品が、燃料としてだけで
なく、様々な化学製品の原料としても欠かせない存在だという点です。特
にナフサと呼ばれる成分は、化学工業における基礎的な原料となり、そこ
からプラスチックや合成繊維、合成ゴムなどが作り出されます。私たちが
日常的に使用しているペットボトルや衣類の繊維、タイヤに至るまで、実
に幅広い製品の背後に石油が存在しているのです。このように、石油は単
なる燃料源にとどまらず、精製という緻密な工程を経ることで、私たちの
生活を根底から支える無数の製品へと姿を変えているのです。


